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市議会だより

市長提案26案件を承認・
可決、諮問のとおり決定 写真（湯田地区南口自治会「正月行事」　平成27年 1月 1日撮影）

12月
定例会市議会だより



12 月定例会最終日における

宮島市長　あいさつ（要旨）
　就任以来、「市政は市民のためにある」という決意を以って、甲府市の発
展のため、全力を傾注してまいりました。
　本市の市政運営の指針である「第五次甲府市総合計画」を策定するととも
に、それぞれの任期において重点政策プラン「“わ”の都・こうふプロジェクト」
を策定し、諸課題に全身全霊で取り組み、次の世代に自信と誇りを持って引
き継ぐことのできるまちづくりに、いくつかの種を蒔く役割を担うことがで
きたことが、何よりもの喜びであります。
　今後は、一人の市民として、愛してやまない甲府市の更なる飛躍を側面から支援し、市民の皆様、
議会、行政が一体となって大輪の花を咲かせる姿を見守ってまいりたいと考えております。
　結びに、これからの甲府市が名実ともに山梨県の県都としての誇りを持ち、限りない発展に向け
て、弛むことなく進んでいくことを確信するとともに、皆様方の長きにわたるご支援、そしてご尽
力、またご指導に心から重ねて感謝申し上げます。

　甲府市議会は、12 月定例会を 12 月 3 日から 15 日までの 13 日
間の日程で行いました。
　平成 26 年度甲府市一般会計補正予算（第 7 号）、甲府市指定介護
予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る
介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例制

定についてなど、市長から提案された 26 案件を審議し、すべて、原案のとおり承認・可決、諮問
のとおり決定いたしました。
　主な条例は、甲府市市営住宅条例の一部を改正する条例制定についてで、市営住宅の共同施設と
して駐車場を設置し、入居者等の利便を図るため改正を行うものです。
　主な補正予算につきましては、ごみ処理施設建設事業費等に係る清掃費を更正するための経費と
なっています。
　なお、「年金削減の中止、最低保障年金の実現を求める請願」については、不採択となりました。

の概要12月
定例会

10月 8日（水）	 民生文教委員会行政視察
    〜10日（金）	
10月16日（木）	 源泉所得税の未徴収と対応についての報
	 告会（総務・民生文教・経済建設委員会）、
	 リニア中央新幹線対策特別委員会
10月17日（金）	 成都市友好都市交流事業
10月23日（木）	 山梨県市議会議長会総会
10月24日（金）	 全員協議会（議員間討論）
10月28日（火）	 総務委員会行政視察、経済建設委員会
    〜30日（木）	 行政視察
11月 5日（水）	 環境水道委員会行政視察
     〜7日（金）	
11月12日（水）	 環境水道委員会（所管事項調査）
11月13日（木）	 都道府県庁所在都市議長会総会
11月14日（金）	 リニア中央新幹線対策特別委員会視察
11月17日（月）	 議会運営委員会視察
    〜19日（水）	

11月21日（金）	 議員互助会研修会、全員協議会（議員
	 間討論）、リニア中央新幹線対策特別
	 委員会
11月26日（水）	 12月定例会招集告示
11月28日（金）	 議会運営委員会、会派代表者会議
12月 3日（水）	 12月定例会開会、提案理由の説明
12月 8日（月）	 議会運営委員会
12月 9日（火）	 本会議、質疑及び市政一般質問
12月10日（水）	 議会運営委員会、各常任委員会付託、
	 常任委員会（総務・民生文教）
12月11日（木）	 常任委員会（総務・民生文教）、会派代
	 表者会議
12月12日（金）	 常任委員会（経済建設・環境水道）
12月15日（月）	 議会運営委員会、本会議、各常任委員
	 長報告、討論、採決、リニア中央新幹
	 線対策特別委員会中間報告、市長あい
	 さつ、12月定例会閉会

議 会 日 誌

2市議会だより No.184



※一問一答…質問項目ごとに質疑応答を行う。　　一括…�質問項目すべてを質問し、一括で答弁を行う。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

考
え
方
や
方
向
性
に
つ
い
て

質問

　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
は
、
本
市
の
魅
力
を
積

極
的
に
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
他
都
市
の
取
組
状
況
の

分
析
と
、
今
後
展
開
し
て
い
く
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
的
な
考
え
方

や
方
向
性
に
つ
い
て
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答弁

　

本
市
で
は
、
他
都
市
の
先

進
的
な
事
例
を
随
時
把
握
す

る
と
と
も
に
、
観
光
振
興
や
商
業
振
興
、

交
流
人
口
の
増
加
な
ど
、
関
連
す
る
部

署
が
、
定
期
的
に
協
議
・
調
整
を
行
う

「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
会
議
」

を
組
織
し
、
そ
の
関
連
事
業
を
効
果
的

に
情
報
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
県
外
へ
の
情
報

発
信
の
機
会
を
よ
り
強
め
、
次
期
総
合

計
画
と
の
整
合
性
を
図
る
中
で
、
来
年

度
中
に
本
市
に
お
け
る
指
針
で
あ
る

「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
プ
ラ

ン
」
の
見
直
し
を
行
い
、
よ
り
効
果
的

な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

空
き
家
の
実
態
調
査
の
進
捗

状
況
等
と
、
今
後
の
空
き
家

対
策
の
方
向
性
に
つ
い
て　

質問

　

本
市
が
行
っ
て
い
る
空
き

家
の
実
態
調
査
の
進
捗
状
況

等
と
、
今
後
の
空
き
家
対
策
の
方
向
性

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答弁

　

本
年
度
実
施
し
て
い
る
空

き
家
の
実
態
調
査
は
、
中
心

部
を
除
く
市
内
全
域
を
対
象
に
進
め
、

11
月
末
に
終
了
し
、
本
年
度
中
に
デ
ー

タ
の
整
理
を
完
了
し
て
い
く
予
定
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
実
施
し
た
調

査
デ
ー
タ
を
基
に
、
中
心
部
に
つ
い
て

は
、
利
活
用
で
き
る
部
分
へ
の
対
応
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
回
整

理
す
る
デ
ー
タ
に
つ
い
て
も
、
最
善
の

管
理
・
利
活
用
が
図
れ
る
よ
う
関
係
部

署
と
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
国
に
お
い
て
空

き
家
対
策
に
関
す
る
法
律
が
成
立
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、
実
態
調
査
の
検
証
結

果
を
考
察
す
る
中
で
、
空
き
家
等
の
適

正
管
理
条
例
の
制
定
に
向
け
た
取
組
を

進
め
る
と
と
も
に
、
現
行
の
庁
内
連
絡

会
議
の
組
織
体
制
の
充
実
等
、
総
合
的

な
対
応
策
を
継
続
的
に
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

▪
そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・�「
歴
史
物
語
都
市
こ
う
ふ
」
に
つ
い
て

新政クラブ
代表質問（一問一答）

桜井　正富

魅
力
あ
る
子
育
て
支
援
の
拠

点
づ
く
り
に
つ
い
て

質問

　

若
い
世
代
が
こ
の
甲
府
の

ま
ち
に
住
み
、
子
育
て
し
な

が
ら
住
み
続
け
た
い
と
思
う
た
め
に

は
、
魅
力
あ
る
子
育
て
支
援
の
拠
点
が

必
要
だ
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
が
、
お

考
え
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答弁

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

「
市
民
の
宝
」
と
し
て
位
置
付
け
、「
甲

府
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（
後

期
計
画
）」
に
基
づ
き
、
そ
の
健
や
か

な
成
長
を
支
援
す
る
様
々
な
分
野
に
わ

た
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
着
実
な
推
進

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

魅
力
あ
る
子
育
て
支
援
の
拠
点
づ
く
り

に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
全
体
で
子
育

て
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
、
既
存
の
施

設
等
を
活
用
す
る
中
で
、
幼
児
教
育
セ

ン
タ
ー
や
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
な
が

ら
、
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
子
育
て
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の
相

談
状
況
と
周
知
に
つ
い
て　

質問

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ

ら
れ
た
相
談
状
況
と
、
こ
れ
ま

で
の
取
組
や
今
後
の
周
知
方
法
と
計
画

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答弁

　

本
市
の
消
費
生
活
に
関
す

る
相
談
件
数
は
年
々
増
加
し

て
お
り
、
最
近
の
相
談
内
容
の
傾
向
に

つ
い
て
は
、
架
空
請
求
や
健
康
食
品
な

ど
を
強
引
に
送
り
付
け
る
商
法
、
投
資

商
品
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
関
す
る
相
談

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で

は
、
平
成
21
年
に
「
甲
府
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
消
費
生
活
に

関
す
る
相
談
や
消
費
者
出
前
講
座
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
を
見
守
る

た
め
の
活
動
と
し
て
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
民
生
児
童
委
員
と
の
情
報

交
換
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
に

お
い
て
も
、
自
治
会
、
警
察
、
県
な
ど

の
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
図
り
、
消

費
者
保
護
と
消
費
者
意
識
の
啓
発
に
努

め
る
と
と
も
に
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

を
積
極
的
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
広
く
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▪
そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

読
書
履
歴
の
記
録
に
よ
る
読
書
活
動

の
推
進
に
つ
い
て

・�

中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

に
つ
い
て�

他

公　明　党
代表質問（一問一答）

植田　年美

12月
定例会
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市政に関する質問

水
道
料
金
の
値
下
げ
に
よ
る

市
民
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て　

質問

　

水
道
会
計
は
、
昨
年
度
約

１
億
円
黒
字
が
増
加
し
て
お

り
、
老
朽
管
の
布
設
替
え
や
耐
震
化
の

促
進
を
進
め
つ
つ
、
料
金
の
値
下
げ
も

可
能
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
民
負

担
軽
減
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
水
道
料

金
の
値
下
げ
に
つ
い
て
見
解
を
求
め
ま

す
。　

答弁

　

平
成
27
年
度
以
降
の
適
正

な
現
行
の
水
道
料
金
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
26
年
６
月
に
「
甲
府

市
水
道
料
金
等
審
議
会
」
に
諮
問
し
、

10
月
末
に
答
申
と
し
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
す
。
答
申
の
内
容
は
、
水
道
料

金
の
算
定
期
間
を
平
成
27
年
度
か
ら
平

成
29
年
度
ま
で
の
３
か
年
と
定
め
、
水

道
料
金
の
総
額
及
び
体
系
に
つ
い
て
は
、

改
定
の
必
要
が
な
い
と
い
う
も
の
で
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
付
帯
意
見
と
し
て
、

水
質
管
理
・
危
機
管
理
の
充
実
、
施
設

の
耐
震
化
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
等
に

努
め
る
よ
う
、
要
望
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
水
道
料
金
の

見
直
し
に
つ
き
ま
し
て
は
、
答
申
及
び

付
帯
意
見
を
最
大
限
尊
重
す
る
中
で
、

慎
重
に
判
断
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

質問

　

新
潟
県
三
条
市
で
は
、
タ

ク
シ
ー
車
両
を
利
用
し
た
新

し
い
交
通
手
段
で
あ
る
デ
マ
ン
ド
交
通

を
導
入
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
が
、

本
市
に
お
け
る
公
共
交
通
の
空
白
を
作

ら
な
い
対
策
に
つ
い
て
当
局
の
見
解
を

お
伺
い
し
ま
す
。

答弁

　

宮
本
地
区
で
は
今
年
度
４

月
か
ら
「
買
物
・
通
院
等
送

迎
事
業
」
の
試
行
運
行
を
開
始
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
上
九
一
色
地
区
に
お
い

て
も
公
共
交
通
問
題
に
対
し
、
検
討
す

る
協
議
会
が
立
ち
上
が
り
、
持
続
可
能

な
交
通
手
段
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
地
域
に
合

っ
た
交
通
体
系
を
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
考
え
て
い
く
と
い
う
意
識
の
醸

成
を
図
り
、
先
進
事
例
な
ど
を
参
考
に

す
る
中
で
、
新
た
な
交
通
体
系
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▪
そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
拡
充

に
つ
い
て

日本共産党
代表質問（一括）

石原　　剛

障
が
い
者
と
障
が
い
児
の
移

動
・
外
出
の
支
援
に
つ
い
て　

質問

　

障
が
い
者
と
障
が
い
児
の

移
動
・
外
出
支
援
に
つ
い
て

は
、
要
望
の
高
い
車
両
移
送
型
支
援
の

併
用
も
含
め
た
見
直
し
の
検
討
と
、
タ

ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
事
業
の
タ
ク

シ
ー
利
用
券
の
利
用
率
の
向
上
に
向
け

た
調
査
改
善
も
必
要
だ
と
考
え
ま
す

が
、
当
局
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

答弁

　

移
動
困
難
な
障
が
い
者
と

障
が
い
児
に
対
し
ま
し
て
外

出
時
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
必

要
な
こ
と
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
の
移
動
支
援
事
業
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
甲
府
市
地
域
自
立

支
援
協
議
会
に
お
い
て
調
査
研
究
さ
れ

て
い
る
車
両
移
送
型
の
移
動
支
援
も
含

め
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
実
施
事
業

を
総
合
的
に
検
討
し
、
充
実
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
タ

ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
平
成
25
年
度
の
タ
ク
シ
ー
券
利
用

枚
数
は
1
万
8
，
8
7
5
枚
と
多
く

の
障
が
い
者
の
方
に
ご
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
広
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
よ
り
一
層
、

事
業
の
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

消
防
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
の
公
費
購
入
に
つ
い
て

質問

　

消
防
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

だ
け
早
く
公
費
購
入
に
移
行
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
お
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。　

答弁

　

本
市
で
は
、
現
在
、
消
防

団
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
及
び

積
載
車
に
つ
い
て
は
毎
年
各
４
台
を
公

費
購
入
し
て
更
新
を
行
い
、
ま
た
、
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
負
担
と
本
市
の
補
助
金
に
よ
り
整
備

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て

は
、
更
な
る
消
防
団
の
強
化
・
充
実
を

図
る
た
め
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購

入
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
補

助
金
額
を
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
経
過

措
置
を
設
け
、
平
成
31
年
度
か
ら
全
額

公
費
購
入
へ
切
り
替
え
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

▪
そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

堂
の
山
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
場
の
整
備

に
つ
い
て

・�

青
少
年
育
成
甲
府
市
民
会
議
の
補
助

金
と
賛
助
会
費
に
つ
い
て

こうふクラブ
代表質問（一問一答）

山田　弘之
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市政に関する質問

中
心
市
街
地
活
性
化
政
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
（
宮
島
ビ
ジ
ョ
ン
）
に

つ
い
て　

質問

　
「
歴
史
物
語
都
市
こ
う
ふ
」

の
実
現
を
目
指
し
て
策
定
さ

れ
た
宮
島
ビ
ジ
ョ
ン
を
今
後
ど
の
よ
う

に
実
現
さ
せ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

天
守
閣
の
建
設
や
リ
ニ
ア
開
業
も
見
据

え
た
公
共
交
通
の
機
能
強
化
な
ど
の
視

点
も
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
お

伺
い
し
ま
す
。

答弁

　

天
守
閣
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
研
究
の
進
展
や
関
係
者

等
の
動
向
を
見
守
る
中
で
、
史
跡
と
し

て
の
付
加
価
値
を
高
め
て
、
賑
わ
い
に

繋
げ
ら
れ
る
よ
う
「
お
城
フ
ロ
ン
ト
」

な
ど
の
周
辺
整
備
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
リ
ニ
ア
開
業
の
効
果
を
中
心

市
街
地
活
性
化
へ
と
繋
げ
て
い
く
た
め

に
は
、
中
心
市
街
地
の
魅
力
と
求
心
力

を
高
め
る
こ
と
を
前
提
に
、
リ
ニ
ア
駅

と
の
ア
ク
セ
ス
を
強
化
し
て
、
新
た
な

交
流
と
回
遊
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
市

長
就
任
前
か
ら
抱
い
て
い
た
甲
府
市
の

未
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
道
筋
を
示

し
た
も
の
で
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、

中
心
市
街
地
活
性
化
を
成
し
遂
げ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

中
核
市
へ
の
移
行
に
つ
い
て　

質問

　

中
核
市
へ
の
移
行
に
つ
い

て
は
、
保
健
所
設
置
な
ど
多

く
の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
き
め

細
か
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能

に
な
る
な
ど
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。
前
向
き
に
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
宮
島
市
長
の
お
考
え
を
お

示
し
く
だ
さ
い
。

答弁

　

中
核
市
へ
の
移
行
に
つ
い

て
は
、
１
，
７
０
０
を
超
え

る
事
務
の
移
譲
や
、
保
健
所
の
設
置
な

ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
も
の
の
、
保
健

衛
生
分
野
を
始
め
、
福
祉
、
環
境
、
教

育
等
の
分
野
に
お
い
て
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

多
角
的
な
検
討
も
必
要
で
す
が
、
私
と

し
て
は
、
市
民
に
直
接
的
な
サ
ー
ビ
ス

が
充
実
す
る
こ
と
か
ら
、
中
核
市
移
行

へ
の
多
く
の
課
題
を
克
服
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▪
そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

有
害
鳥
獣
対
策
及
び
ジ
ビ
エ
に
つ
い
て

・�

創
業
支
援
に
つ
い
て�

他

政友クラブ
代表質問（一括）

荻原　隆宏

中
心
市
街
地
の
「
あ
り
た
き

姿
」
に
つ
い
て　

質問

　
本
市
と
し
て
思
い
描
く「
街

の
顔
と
し
て
の
甲
府
の
景
観
」

や
、
武
田
信
玄
公
か
ら
５
０
０
年
続
く

「
歴
史
物
語
都
市
こ
う
ふ
の
実
現
」
な

ど
の
「
あ
り
た
き
姿
」
に
つ
い
て
、
宮

島
市
長
の
想
い
と
し
て
甲
府
の
未
来
予

想
や
展
望
に
つ
い
て
見
解
を
お
示
し
く

だ
さ
い
。

答弁

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
、
平

成
26
年
８
月
末
に
公
表
し
た

「
中
心
市
街
地
活
性
化
政
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
で
は
、
中
心
市
街
地
に
人
を
惹
き

つ
け
る
た
め
の
魅
力
と
賑
わ
い
の
あ
る

拠
点
づ
く
り
や
、
中
心
市
街
地
を
歩
い

て
も
ら
う
た
め
の
回
遊
機
能
の
整
備
と

い
う
基
本
方
針
の
も
と
、「
歴
史
物
語

都
市
こ
う
ふ
」
の
実
現
を
目
指
す
こ
と

と
し
ま
し
た
。
こ
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

は
、
中
心
市
街
地
の
過
去
か
ら
現
在
の

取
組
を
繋
ぎ
合
わ
せ
、
そ
し
て
未
来
へ

の
道
筋
を
提
唱
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
と

連
動
さ
せ
る
こ
と
で
、
効
率
的
で
効
果

的
な
施
策
展
開
が
可
能
に
な
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
開
府
５
０
０
年
や
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
な
ど
を
ま
た
と

な
い
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
中
心
市
街
地

を
魅
力
と
賑
わ
い
に
あ
ふ
れ
た
「
あ
り

た
き
姿
」
に
再
生
し
て
い
く
こ
と
が
、

今
を
生
き
る
私
達
の
責
務
と
考
え
て
い

ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
つ
い
て

質問

　
地
域
の
活
性
化
と
高
齢
者
・

弱
者
対
策
、
土
地
の
計
画
的
開

発
も
可
能
と
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

構
想
で
の
施
策
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
う
え
で
価
値
は
大
き
い
と

思
い
ま
す
が
、
見
解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答弁

　

本
市
が
中
核
的
な
都
市
と

し
て
今
後
も
発
展
し
て
い
く

た
め
に
は
、
医
療
、
福
祉
、
商
業
な
ど

の
都
市
機
能
を
適
正
に
誘
導
集
約
す
る

と
と
も
に
、
公
共
交
通
の
充
実
を
図
る

施
策
の
推
進
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
次
期
総
合
計
画
と
の
整
合

性
を
図
る
中
で
、
甲
府
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
コ
ン
パ
ク

ト
で
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
ま
ち
づ
く

り
の
方
針
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▪
そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

中
心
市
街
地
と
周
辺
地
域
の
連
携
に

よ
る
活
性
化
に
つ
い
て

・�

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
開
発
に

つ
い
て�

他

公　明　党
一般質問（一問一答）

佐野　弘仁
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カ
ラ
ス
対
策
及
び
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
へ
の
対
応
に
つ
い
て　

質問

　

中
心
街
で
多
く
見
る
よ
う

に
な
っ
た
カ
ラ
ス
へ
の
本
市

の
対
策
と
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

対
応
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答弁

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

カ
ラ
ス
の
飛
来
防
止
策
と
し

て
、
ラ
イ
ト
に
よ
る
追
い
払
い
を
行
う

と
と
も
に
本
庁
舎
及
び
穴
切
庁
舎
の
屋

上
で
の
檻
に
よ
る
捕
獲
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
の
対

策
と
し
ま
し
て
は
、
生
息
地
で
の
捕
獲

檻
に
よ
る
個
体
数
調
整
、
駅
構
内
や
送

電
施
設
な
ど
に
作
ら
れ
る
巣
や
卵
の
撤

去
、
更
に
、
本
市
周
辺
の
市
や
町
へ
の

連
携
駆
除
の
要
請
、
専
門
家
に
よ
る
生

態
調
査
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
野
鳥
に
お
け
る
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
引
き
続
き
県
と
連
携
し
、
監
視
体
制

の
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の

皆
様
が
死
亡
野
鳥
等
を
発
見
し
た
場
合

は
、
県
又
は
市
へ
連
絡
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
周
知
・
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
時
間

の
延
長
に
つ
い
て

質問

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
便
性

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
浴
室

の
利
用
時
間
を
延
長
す
る
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
当
局
の
お

考
え
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答弁

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用

者
が
快
適
に
過
ご
し
て
い
た

だ
く
場
で
も
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
浴

室
を
含
む
館
内
の
清
掃
な
ど
、
利
用
者

全
員
が
退
館
後
で
な
い
と
実
施
で
き
な

い
多
く
の
作
業
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利

用
時
間
は
、
午
後
４
時
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
着
替
え
の
時
間
等
も
考

慮
す
る
中
で
浴
室
の
利
用
は
午
後
３
時

30
分
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
用

状
況
の
分
析
や
利
用
者
の
ご
意
見
な
ど

を
十
分
に
伺
う
中
で
、
利
用
し
や
す
い

施
設
運
営
と
な
る
よ
う
研
究
し
て
ま
い

り
ま
す
。

▪
そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

市
立
甲
府
病
院
の
診
療
費
の
未
払
い

に
つ
い
て

・�

春
日
通
り
の
整
備
に
つ
い
て�

他

市政に関する質問

高
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
に
つ
い
て　

質問

　

す
こ
や
か
子
育
て
医
療
費

助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
本

市
が
子
育
て
先
進
都
市
を
目
指
す
の
で

あ
れ
ば
、
県
内
及
び
全
国
で
も
す
で
に

多
数
派
と
な
っ
て
い
る
中
学
生
ま
で
の

無
料
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
高
校
生
ま
で

の
無
料
化
に
踏
み
切
る
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
見
解
を
求
め
ま
す
。

答弁

　
現
在
、
本
市
の
す
こ
や
か
子

育
て
医
療
費
助
成
事
業
は
小
学

６
年
生
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
化
し
て

い
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、
持
続
可

能
で
安
定
的
か
つ
効
果
的
に
運
営
で
き

ま
す
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
事
業
の
高
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
４
月

か
ら
本
格
施
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
に
よ

る
子
育
て
関
連
施
策
と
と
も
に
、
子
育

て
世
代
へ
の
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
、

引
き
続
き
様
々
な
面
か
ら
研
究
し
、
子

ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

重
度
心
身
障
が
い
児
に
対
す

る
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

質問

　
「
す
こ
や
か
子
育
て
医
療
費

助
成
制
度
」
の
対
象
と
な
る

小
学
生
以
下
の
重
度
心
身
障
が
い
児
に

も
窓
口
負
担
が
生
じ
た
こ
と
に
つ
い
て

「
理
解
で
き
な
い
」
な
ど
、
強
い
不
満

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
窓
口
無
料

方
式
を
復
活
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
当
局
の
見
解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答弁

　

重
度
心
身
障
が
い
者
の
医

療
費
助
成
方
法
に
つ
い
て
は
、

県
及
び
県
内
全
市
町
村
で
統
一
し
た
考

え
の
も
と
、
受
給
者
や
県
内
医
療
機
関

等
へ
周
知
・
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、

移
行
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
や
受
給
者

の
方
々
に
も
変
更
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
き
自
動
還
付
方
式
へ
移
行
し
た
も
の

で
す
。
本
市
だ
け
が
窓
口
無
料
方
式
を

実
施
し
た
場
合
に
、
県
内
医
療
機
関
に

混
乱
を
き
た
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た

め
、
現
時
点
で
は
、
制
度
を
取
り
巻
く

状
況
が
変
わ
ら
な
い
限
り
、
本
市
独
自

で
助
成
方
法
の
例
外
規
定
を
設
け
、
実

施
し
て
い
く
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。

▪
そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

老
齢
者
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

・�

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

日本共産党
一般質問（一括）

清水　英知

政友クラブ
一般質問（一問一答）

原田　洋二
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市政に関する質問

水
痘
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
経
過

措
置
者
へ
の
助
成
に
つ
い
て　

質問

　
３・
４
歳
児
の
水
痘
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
、
該
当
年

齢
児
で
あ
っ
て
も
平
成
26
年
10
月
１
日

以
前
に
接
種
し
た
場
合
は
対
象
外
と
な

る
た
め
、
経
過
措
置
者
へ
の
追
加
助
成

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
お
聞

き
し
ま
す
。

答弁

　

水
痘
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
は
、
定
期
接
種
の
導
入

初
年
度
の
本
年
度
に
限
り
、
罹
患
歴
及

び
水
痘
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
歴
の
無
い
、

生
後
36
月
か
ら
生
後
60
月
未
満
の

３・
４
歳
児
を
対
象
に
、
定
期
接
種
と

し
て
１
回
の
注
射
を
行
う
経
過
措
置
が

設
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本

市
と
し
ま
し
て
は
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
達
を
感
染
症
か
ら
守
り
、
健
や
か
な

育
ち
を
支
え
る
役
割
を
果
た
す
た
め
、

経
過
措
置
者
に
該
当
す
る
３・
４
歳
児

を
対
象
と
し
た
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
の
追

加
接
種
へ
の
助
成
に
つ
き
ま
し
て
、
他

都
市
の
動
向
等
を
調
査
研
究
す
る
と
と

も
に
、
県
や
市
長
会
を
通
じ
て
、
国
へ

の
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

震
災
時
の
火
災
対
応
に
つ
い
て

質問

　

防
火
水
槽
の
補
強
の
進
捗

状
況
と
、
中
心
街
に
お
け
る

震
災
時
の
火
災
の
消
火
活
動
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

答弁

　

市
内
の
道
路
下
防
火
水
槽

に
つ
き
ま
し
て
は
、
老
朽
レ

ベ
ル
に
応
じ
て
優
先
的
に
補
修
を
進
め
、

今
年
度
ま
で
に
61
基
の
う
ち
、
21
基
の

補
修
等
が
完
了
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、

改
修
計
画
に
基
づ
き
、
毎
年
５
基
の
補

修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

耐
震
性
貯
水
槽
に
つ
い
て
も
、
消
防
水

利
整
備
計
画
で
目
標
と
し
て
い
る

１
３
９
基
の
う
ち
、
１
０
９
基
の
設
置

が
今
年
度
ま
で
に
完
了
し
て
お
り
、
引

き
続
き
、
毎
年
２
基
ず
つ
を
設
置
し
て

い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。
更
に
、
中
心

市
街
地
に
お
け
る
火
災
の
消
火
活
動
に

つ
き
ま
し
て
は
、
耐
震
性
貯
水
槽
や
中

心
部
に
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
防
火
水

槽
の
ほ
か
、
舞
鶴
城
公
園
の
堀
や
周
辺

河
川
な
ど
を
消
防
水
利
と
し
て
活
用
し

て
ま
い
り
ま
す
。

▪
そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

・�

登
山
道
の
整
備
と
登
山
計
画
書
受
け

箱
設
置
に
つ
い
て�

他

政友クラブ
一般質問（一問一答）

岡　　政吉

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
に
お
け
る
本
市
の
準
備
状

況
に
つ
い
て　

質問

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
が
平
成
27
年
４
月
よ
り

本
格
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
基
づ
き
計
画
を
策
定
、
給
付
・
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
本
市
の

準
備
状
況
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答弁

　

本
市
で
は
、
計
画
策
定
に

あ
た
り
、「
甲
府
市
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
」
を
平
成
25
年
８
月
に
設

置
し
、
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
中

で
、「
甲
府
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

計
画
」
の
今
年
度
中
の
策
定
に
向
け
て

鋭
意
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
、

約
１
か
月
を
か
け
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
、
市
民
の
ご
意
見
を
採

り
入
れ
る
中
で
計
画
を
策
定
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
給
付
・
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
保
育
所
・
幼
稚
園
な
ど
に

お
け
る
利
用
者
負
担
の
確
定
、
新
制
度

に
お
け
る
教
育
・
保
育
施
設
を
運
営
す

る
事
業
者
の
認
可
及
び
確
認
、
並
び
に

保
育
所
等
の
申
請
受
付
を
行
う
な
ど
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
の

平
成
27
年
４
月
か
ら
の
本
格
実
施
に
向

け
て
、
着
実
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
育
の
充
実

に
つ
い
て

質問

　

小
中
学
生
の
教
育
の
一
環

と
し
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教

育
の
充
実
の
た
め
、
市
民
と
学
校
と
が

連
携
し
た
協
働
作
業
が
必
要
と
考
え
、

積
極
的
な
取
組
を
求
め
ま
す
が
、
見
解

を
お
伺
い
し
ま
す
。

答弁

　
本
市
で
は
、
甲
府
市
学
校
教

育
指
導
重
点
目
標
に
「
思
い
遣

る
心
」
の
育
成
を
掲
げ
、
全
小
中
学
校

に
お
い
て
、
道
徳
の
時
間
を
は
じ
め
、

教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
、
そ
の
育
成

に
努
め
て
お
り
ま
す
。
ご
指
摘
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
考
え
方
は
、
福
祉
や
医
療
、

建
築
な
ど
の
分
野
だ
け
の
課
題
で
は
な

く
、
す
べ
て
の
人
々
が
、
日
頃
か
ら
身

に
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

福
祉
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

共
生
の
社
会
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
素

地
を
培
う
教
育
を
地
域
等
と
の
連
携
も

図
り
つ
つ
、
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▪
そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

放
置
自
転
車
対
策
に
つ
い
て

・�「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」
成
立
後
の
本
市
の
方
針

に
つ
い
て�

他

政友クラブ
一般質問（一問一答）

長沼　達彦
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市政に関する質問

小
学
校
教
育
に
お
け
る
ラ
ジ

オ
体
操
の
実
施
に
つ
い
て　

質問

　

子
ど
も
に
ラ
ジ
オ
体
操
を

習
慣
づ
け
る
こ
と
は
健
康
保

持
や
体
力
向
上
の
効
果
が
あ
る
た
め
、

全
て
の
小
学
校
の
日
常
授
業
に
お
い
て

ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答弁

　

現
在
、
多
く
の
小
学
校
で

は
、
体
育
の
授
業
に
お
い
て
、

準
備
運
動
と
し
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
構

成
し
て
い
る
様
々
な
動
き
の
要
素
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
学
校
独
自
に
創
作
し

た
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
体
ほ
ぐ

し
運
動
な
ど
を
行
い
、
児
童
が
体
を
動

か
す
こ
と
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
え

る
よ
う
な
工
夫
を
し
て
お
り
ま
す
。
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
健
康
の
保
持
増

進
と
体
力
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
よ
う
、

ま
た
、
準
備
運
動
な
ど
と
し
て
、
ラ
ジ

オ
体
操
を
含
め
た
様
々
な
体
操
を
採
り

入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
け
が
の
防
止
な

ど
に
配
慮
す
る
よ
う
、
改
め
て
指
導
し

て
ま
い
り
ま
す
。

甲
府
市
地
方
卸
売
市
場
の
機

能
と
施
設
規
模
に
つ
い
て

質問

　

甲
府
市
地
方
卸
売
市
場
の

取
扱
数
量
が
減
少
し
て
い
る

中
で
、
市
場
機
能
や
施
設
規
模
の
抜
本

的
な
見
直
し
改
革
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
ご
所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答弁

　
「
甲
府
市
中
央
卸
売
市
場
見

直
し
計
画
」
及
び
「
第
９
次

甲
府
市
中
央
卸
売
市
場
整
備
計
画
」
の

２
つ
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

度
が
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
り
ま
す
の

で
、「
見
直
し
計
画
」
に
位
置
付
け
た

地
方
卸
売
市
場
へ
の
転
換
、
施
設
整
備

に
関
す
る
事
項
、
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
、
資
産
活
用
の
検
討
な
ど
の
各
種

事
業
や
、「
整
備
計
画
」
に
位
置
付
け

た
卸
売
場
な
ど
の
修
繕
計
画
、
卸
事
務

所
棟
の
耐
震
計
画
、
市
場
冷
蔵
庫
な
ど

の
機
能
強
化
計
画
の
評
価
・
点
検
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

評
価
・
点
検
結
果
や
現
在
の
市
場
の
経

営
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
と

と
も
に
、
次
期
の
国
の
卸
売
市
場
整
備

方
針
及
び
県
の
卸
売
市
場
整
備
計
画
の

内
容
と
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
平
成

28
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新
た
な
整
備

計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

▪
そ
の
他
の
質
問
項
目

・�

賑
わ
い
の
あ
る
市
場
づ
く
り
に
つ
い
て

維新の党
一般質問（一括）

飯島　正樹

意見書

意

見

書

○
暴
力
団
抗
争
に
お
け
る
銃
犯
罪
の
撲

滅
等
に
よ
る
安
心
安
全
な
社
会
づ
く
り

を
求
め
る
意
見
書
〈
抜
粋
〉	

　

山
梨
県
内
で
は
、
２
０
１
１
年
５
月

に
分
裂
し
た
暴
力
団
同
士
の
抗
争
に
よ

り
、
中
心
市
街
地
に
お
い
て
暴
力
事
件

が
多
発
し
、
２
０
１
２
年
11
月
以
降
は
、

抗
争
に
端
を
発
し
た
と
み
ら
れ
る
発
砲

事
件
が
続
発
、
ま
た
今
年
に
お
い
て
も
、

中
心
市
街
地
で
集
団
暴
行
に
よ
り
暴
力

団
員
5
人
が
逮
捕
さ
れ
る
な
ど
、
市
民

に
大
き
な
不
安
と
恐
怖
を
与
え
、
安
全

で
平
穏
な
市
民
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

〈
中
略
〉

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
12
月
６
日
に
は

甲
府
市
上
曽
根
町
の
中
央
自
動
車
道
甲

府
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
お
い

て
、
暴
力
団
員
が
関
係
し
た
と
み
ら
れ

る
発
砲
事
件
や
車
両
が
炎
上
す
る
事
件

が
発
生
し
た
。

〈
中
略
〉

　

周
辺
に
は
小
中
学
校
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
児
童
生
徒
に
も
危
害
が
及
ぶ
可
能

性
も
あ
り
、
事
件
を
受
け
て
学
校
で
は
、

保
護
者
や
教
員
に
よ
る
登
下
校
時
の
見

守
り
、
安
全
確
保
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

安
全
で
安
心
な
市
民
生
活
や
健
全
な

経
済
発
展
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、

社
会
全
体
で
暴
力
を
追
放
し
て
い
く
歩

み
を
踏
み
出
す
こ
と
が
大
事
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
市
民
、
警
察
、
行
政
、
議
会

等
が
さ
ら
に
連
携
を
強
め
、
暴
力
団
の

脅
威
に
ひ
る
む
こ
と
な
く
、
地
域
一
丸

と
な
っ
て
全
力
で
邁
進
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
捜
査
体
制

を
強
化
し
、
徹
底
し
た
犯
人
検
挙
に
よ

る
事
件
の
全
容
解
明
や
再
発
防
止
策
な

ど
、
安
心
安
全
な
社
会
づ
く
り
に
向
け

た
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
。

　

提
出
先　
山
梨
県
警
察
本
部
長

山梨県警察本部へ意見書提出（平成 26年 12月 25日）
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◆�議案第110号　平成26年度甲府市一般会計
補正予算（第8号）
◆�議案第114号　議会の議員の議員報酬及び
費用弁償等に関する条例の一部を改正する
条例制定について

　2案については、多様な市民の声を考慮す
ると期末手当を引き上げることには反対であ
るとの意見と、職員や特別職との均衡を図る
中で期末手当を引き上げることには賛成であ
るとの意見があり、
採決の結果、いずれ
も多数をもって当局
原案のとおり可決す
るものと決しました。
●�請願第26−15号　年金削減の中止、最低
保障年金の実現を求める請願

　年金給付削減などによる不安を解消するた
めの年金制度の改善を求めるものであるため
採択すべきであるとの意見と、無年金者に対
しても一律に年金を支給することは、公平性
に欠けるため不採択とすべきであるとの意見
があり、採決の結果、不採択とするものと決
しました。

◆�議案第96号　専決処分について（医療事故
に係る損害賠償の額の決定について）
　全員異議なく当局原案のとおり承認するも
のと決しましたが、今後も未然に医療事故の
防止に努めるよう求める意見がありました。
◆�議案第104号　甲府市中道ＹＬＯ会館条例
を廃止する条例制定について
　全員異議なく当局原案のとおり可決するも
のと決しましたが、地元住民の利便性の確保
を検討するよう求める意見がありました。

各常任委員会審査の概要 常任委員長
報 告 要 旨

各常任委員会審査の概要

予算や条例など付託案件の審査で出された主な経過等の概要です。

◆�議案第109号　指定管理者の指定について
（甲府市リサイクルプラザ）
◆�議案第112号　平成26年度甲府市古関・梯
町簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）
◆�議案第113号　平成26年度甲府市浄化槽事
業特別会計補正予算（第1号）
◆�議案第98号　平成26年度甲府市一般会計
補正予算（第7号）中当委員会所管分
　4案については、いずれも全員異議なく当
局原案のとおり可決するものと決しました。

◆�議案第106号　甲府市市営住宅条例の一部
を改正する条例制定について

◆�議案第98号　平成26年度甲府市一般会計
補正予算（第7号）中当委員会所管分

　2案については、市営住宅駐車場の有料化
は、入居者に対し新たな負担を強いるもの
であるため反対であるとの意見がありました
が、採決の結果、いずれも多数をもって当局
原案のとおり可決するものと決しました。

民生文教委員会

環境水道委員会

総務委員会

経済建設委員会
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政友クラブ　◎清水　保　森沢幸夫　斉藤憲二　佐藤茂樹　荻原隆宏　池谷陸雄　原田洋二　大塚義久　廣瀬集一
　　　　　　　鈴木　篤　岡　政吉　坂本信康　長沼達彦　石原秀一
新政クラブ　◎桜井正富　金丸三郎　野中一二　清水　仁　輿石　修　山中和男
公　明　党　◎兵道顕司　植田年美　中村明彦　佐野弘仁　長沢達也
日本共産党　◎石原　剛　内藤司朗　清水英知
こうふクラブ　◎山田　厚　山田弘之
維 新 の 党　飯島正樹
無　所　属　神山玄太　　　　　　　　　　　　　　◎は会派代表者

審議結果

平成26年12月定例会請願審査結果
番　　号 件　　名 付託委員会 結　　果

請　
　
願

第26− 6 号 年金削減の中止、最低保障年金の実現を求める請願 総　　務 取下げ
（承認）

第26− 8 号「医療・介護総合法案」撤回と安心できる介護制度を国に求める意見書に関する請願 民生文教 〃
第26−15号 年金削減の中止、最低保障年金の実現を求める請願 総　　務 不 採 択
第26− 4 号 集団的自衛権行使容認に反対する意見書提出を求める請願 総　　務 継続審査
第26− 5 号 憲法解釈変更による集団的自衛権行使容認に反対する意見書提出を求める請願 〃 〃
第26−10号 米軍が北富士演習場でオスプレイの離着陸訓練を行わないよう関係機関に意見書を提出することを求める請願 〃 〃
第26−11号 消費税増税の撤回を求める意見書提出を求める請願 〃 〃
第26−14号 市立甲府病院の放射性医薬品過剰投与問題に関する早期解決の請願 〃 〃
第25− 3 号 甲府市の給食食材の安全性に関する請願 民生文教 〃
第23− 5 号 国に原子力政策の転換を求める請願 環境水道 〃
第23− 6 号 浜岡原発の永久停止と再生可能エネルギーへの転換、促進を求める意見書提出を求める請願 〃 〃
第23− 7 号 浜岡原子力発電所を廃炉にすることの意見書を求める請願 〃 〃

人事案件については、
次のとおり、諮問のとおり決定されました。
◆人権擁護委員候補者の推薦について
　望月和子　　　　　　　　（敬称略）

件　名　等 議決月日 結　果 政　友
クラブ

新　政
クラブ 公明党 日　本

共産党
こうふ
クラブ

維　新
の　党 無所属

議案第9 5号 専決処分について（平成26年度甲府市一般会計補正予算（第5号））12月15日 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第9 6号 専決処分について（医療事故に係る損害賠償の額の決定について） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第9 7号 専決処分について（平成26年度甲府市一般会計補正予算（第6号）） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第9 8号 平成26年度甲府市一般会計補正予算（第7号） 〃 可　決 ○ ○ ○ × × ○ ○
議案第9 9号 平成26年度甲府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第100号 平成26年度甲府市地方卸売市場事業会計補正予算（第1号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第101号
甲府市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護
予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する
基準を定める条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第102号 甲府市包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第103号 甲府市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第104号 甲府市中道YLO会館条例を廃止する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第105号
甲府市指定地域密着型サービス事業者及び甲府市指定地域密着型介
護予防サービス事業者の指定に関する基準のうち、申請者の法人格
の有無に係る基準を定める条例の一部を改正する条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第106号 甲府市市営住宅条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ × × ○ ○
議案第107号 指定管理者の指定について（玉諸悠遊館） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第108号 指定管理者の指定について（甲府市地方卸売市場） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第109号 指定管理者の指定について（甲府市リサイクルプラザ） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第110号 平成26年度甲府市一般会計補正予算（第8号） 〃 〃 ○ ○ ○ × ○ × ○
議案第111号 平成26年度甲府市介護保険事業特別会計補正予算（第2号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第112号 平成26年度甲府市古関・梯町簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第113号 平成26年度甲府市浄化槽事業特別会計補正予算（第1号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第114号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ × ○ × ○

議案第115号 甲府市職員給与条例等の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第116号 特別職の職員で常勤のものの期末手当に関する条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第117号 甲府市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第118号 教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第119号 甲府市学校職員給与条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ × ○

諮 問 第 6 号 人権擁護委員候補者の推薦について 〃
諮問の
とおり
決　定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

甲議第1 5号 暴力団抗争における銃犯罪の撲滅等による安心安全な社会づくりを求める意見書提出について 〃 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※新政クラブのうち野中一二議員と輿石　修議員の2名は、一身上の都合により12月15日欠席� ○賛成・×反対

平成26年12月定例会審議結果
請願審査結果
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中
間
報
告
書
〈
要
旨
〉

○
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
対
策
特
別
委
員
会

　

本
委
員
会
は
、
平
成
24
年
３
月
定
例
会
に
お
い

て
設
置
さ
れ
、
今
日
ま
で
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
及

び
本
市
の
総
合
交
通
体
系
に
関
す
る
諸
課
題
に
つ

い
て
調
査
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

以
下
、
平
成
25
年
３
月
定
例
会
に
お
け
る
中
間

報
告
以
降
の
本
委
員
会
の
主
な
調
査
活
動
に
つ
き

ま
し
て
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
25
年
10
月
10
日
の
委
員
会
に
お
い
て
は
、

ま
ず
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
中

で
公
表
し
た
リ
ニ
ア
駅
の
設
置
箇
所
、
ル
ー
ト
に

つ
い
て
、
当
局
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
委
員
か
ら
、
電
磁
波
、
騒
音
及

び
日
照
等
の
問
題
に
つ
い
て
、
地
域
の
要
望
が
か

な
え
ら
れ
る
方
針
を
立
て
る
よ
う
求
め
る
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
平
成
26
年
度
中
に
策
定
さ
れ
る
山
梨
県

リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
当
局

か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
委
員
か
ら
の
主
な
要
望
・
意
見

は
次
の
と
お
り
で
す
。

一�　

防
音
防
災
フ
ー
ド
及
び
防
音
壁
に
つ
い
て

は
、
景
観
や
色
彩
に
配
慮
す
る
こ
と
。

一�　

水
害
対
策
に
つ
い
て
の
対
応
を
図
る
こ
と
。

一�　

Ｊ
Ｒ
身
延
線
の
活
用
法
と
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

　

平
成
25
年
11
月
13
日
及
び
14
日
は
、
青
森
県
青

森
市
及
び
八
戸
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

青
森
市
に
お
い
て
は
、
新
幹
線
駅
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
と
交
通
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
、
八
戸
市
に

お
い
て
は
、
中
心
市
街
地
と
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
２
月
４
日
の
委
員
会
に
お
い
て
は
、

山
梨
県
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
基
本
方
針
に
盛
り
込

ま
れ
る
リ
ニ
ア
駅
周
辺
地
区
に
導
入
す
る
機
能
の

整
備
方
針
及
び
規
模
に
つ
い
て
、
当
局
か
ら
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
委
員
か
ら
の
主
な
要
望
・
意
見

は
次
の
と
お
り
で
す
。

一�　

大
規
模
商
業
施
設
等
の
立
地
規
制
に
つ
い
て

は
、地
域
の
意
見
も
踏
ま
え
て
検
討
す
る
こ
と
。

一�　

産
業
振
興
機
能
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
企
業

誘
致
に
取
り
組
む
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
。

一�　

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
規
模
が
過
大
と
な
ら
な
い

よ
う
に
各
機
能
を
整
備
す
る
こ
と
。

一�　

調
整
池
に
つ
い
て
は
、
水
害
対
策
施
設
と
し

て
だ
け
で
な
く
憩
い
の
場
と
し
て
の
活
用
も
検

討
す
る
こ
と
。

一�　

賑
わ
い
が
創
出
で
き
る
よ
う
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
を
検
討
す
る
こ
と
。

　

平
成
26
年
８
月
22
日
の
委
員
会
に
お
い
て
は
、

山
梨
県
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
基
本
方
針
と
し
て
、

リ
ニ
ア
駅
周
辺
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
整
備
方
針
、

産
業
振
興
機
能
エ
リ
ア
の
基
本
的
な
考
え
方
、
用

地
面
積
が
明
ら
か
に
な
り
リ
ニ
ア
駅
周
辺
地
区
の

規
模
が
合
計
約
24
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
た
こ
と
、

ゾ
ー
ニ
ン
グ
案
と
し
て
２
案
の
選
択
肢
に
絞
り
こ

ま
れ
た
こ
と
、
展
望
施
設
の
整
備
の
あ
り
方
及
び

導
入
機
能
の
整
備
手
法
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
こ
と
が
、
当
局
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
委
員
か
ら
の
主
な
要
望
・
意
見

は
次
の
と
お
り
で
す
。

一�　

本
市
で
の
議
論
を
深
め
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
及
び

山
梨
県
等
の
関
係
機
関
に
本
市
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

一�　

本
市
独
自
の
機
能
整
備
の
提
案
や
近
隣
市
と

の
連
携
を
図
る
施
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

一�　

展
望
施
設
に
つ
い
て
は
、
周
辺
施
設
に
配
慮

す
る
こ
と
。

　

平
成
26
年
10
月
16
日
の
委
員
会
に
お
い
て
は
、

ま
ず
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
関
連
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等
に
つ
い
て
、当
局
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
沿
線
地
区
住
民
に
対

し
て
丁
寧
な
対
応
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

次
に
、
山
梨
県
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
基
本
方
針

に
つ
い
て
、
委
員
間
に
お
い
て
意
見
交
換
会
を
行

い
ま
し
た
。
主
な
意
見
・
要
望
は
次
の
と
お
り
で

す
。

一�　

リ
ニ
ア
駅
周
辺
の
防
災
及
び
地
盤
沈
下
に
係

る
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
。

一�　

駅
舎
の
商
業
施
設
利
用
者
を
中
心
商
店
街
へ

誘
導
す
る
等
、
ま
ち
づ
く
り
を
含
め
て
検
討
す

る
こ
と
。

一�　

産
業
振
興
機
能
に
つ
い
て
は
、
現
在
あ
る
田

畑
を
利
用
す
る
と
と
も
に
水
害
対
策
の
面
か
ら

も
観
光
農
園
が
望
ま
し
い
こ
と
。

一�　

リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
の
対
象
と
な
る
農
地
に

は
、
農
業
の
継
続
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
代
替

地
を
用
意
す
る
よ
う
に
関
係
機
関
に
働
き
か
け

る
こ
と
。

一�　

リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
に
関
し
て
本
市
独
自
の

市
民
意
向
調
査
を
検
討
す
る
こ
と
。

一�　

市
道
大
津
２
号
線
と
国
道
３
５
８
号
線
の
ア

ク
セ
ス
道
路
等
、
リ
ニ
ア
駅
周
辺
の
道
路
整
備

に
つ
い
て
、
山
梨
県
へ
働
き
か
け
る
こ
と
。

一�　

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
に
関
し
て

本
市
で
独
自
調
査
を
検
討
す
る
こ
と
。

一�　

展
望
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要

性
や
安
全
性
を
検
討
す
る
こ
と
。

一�　

当
委
員
会
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
及
び
山
梨
県

等
の
関
係
機
関
か
ら
説
明
を
受
け
る
機
会
を
つ

く
る
こ
と
。

一�　

山
梨
県
か
ら
示
さ
れ
た
需
要
予
測
に
対
し
て

は
疑
問
点
が
あ
る
こ
と
。

一�　

最
低
限
の
交
通
結
節
機
能
整
備
を
超
え
て
、

過
大
な
公
共
投
資
が
行
わ
れ
る
と
将
来
に
わ
た

る
財
政
負
担
を
招
く
懸
念
が
あ
る
こ
と
。

　

平
成
26
年
11
月
14
日
は
視
察
を
行
い
、
山
梨
県

立
リ
ニ
ア
見
学
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
大
型
集
客
施

設
で
あ
る
御
殿
場
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
、

新
清
水
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
11
月
21
日
の
委
員
会
に
お
い
て
は
、

中
間
報
告
に
つ
い
て
委
員
間
に
お
い
て
協
議
を
行

い
ま
し
た
。
主
な
意
見
・
要
望
は
次
の
と
お
り
で

す
。

一�　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
災
害
時
に
物
資
運
搬

等
が
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

一�　

本
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
実
験
線

を
有
効
利
用
し
て
本
市
ま
で
の
早
期
開
業
が
で

き
る
よ
う
関
係
機
関
に
働
き
か
け
る
こ
と
。

　

以
上
が
、
今
日
ま
で
の
調
査
経
過
の
大
要
で
あ

り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
か
ら
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
実

施
計
画
が
平
成
26
年
10
月
17
日
に
認
可
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
事
業
着
手
し
、
平
成
39

年
の
開
業
に
向
け
て
測
量
、
設
計
及
び
用
地
取
得

等
の
具
体
的
な
事
業
が
進
捗
し
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
す
が
、
本
委
員
会
は
、
今
任
期
中
、
引
き
続

き
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
局
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
県
と
の
連
携
を
更

に
図
り
な
が
ら
、
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
が
円
滑
に

推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
中
間
報
告
と
い
た

し
ま
す
。

中間報告書

お
知
ら
せ

　
神
山
玄
太
議
員
は
、
一
身
上
の
都
合
に

よ
り
平
成
26
年
12
月
31
日
限
り
で
辞
職
さ

れ
ま
し
た
。
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議会が閉会中でも、議案審査の参考にするため、調査活動を行っています。

甲府市議会だより編集委員会
《委員長》　斉藤憲二　《副委員長》　鈴木　篤
《委　員》　岡　政吉　山中和男　植田年美　清水英知　山田弘之　飯島正樹

○視察場所・視察項目
・�福井県福井市「体力・学力向上への取組について」
・�石川県金沢市「金沢健康プラン2013について」
・�兵庫県尼崎市「子ども家庭相談支援体制整備事業について」
　　　　　　　「地域社会の子育て機能向上支援事業について」

民生文教委員会� 実施日：平成26年10月8日〜10日

○視察場所・視察項目
・�兵庫県神戸市「太陽光とバイオガスのＷエコ発電について」
・�大阪府枚方市「浄水施設運転管理業務・高度処理について」
・�岐阜県中津川市「流動床式ガス化溶融炉について」

環境水道委員会� 実施日：平成26年11月5日〜7日

○視察場所・視察項目
・�新潟県三条市「デマンド交通“ひめさゆり”について」
・�新潟県魚沼市「空き家等の適正管理に関する条例について」
・�群馬県前橋市「中心市街地活性化基本計画について」

総務委員会� 実施日：平成26年10月28日〜30日

○視察場所・視察項目
・�愛知県豊橋市「中心市街地のまちづくりについて」
　　　　　　　「豊橋総合動植物公園（のんほいパーク）について」
・�愛知県名古屋市「名古屋駅周辺まちづくり構想について」
・�滋賀県長浜市「黒壁が牽引した長浜のまちづくりについて」

経済建設委員会� 実施日：平成26年10月28日〜30日

○視察場所・視察項目
・�三重県四日市市
・�奈良県奈良市    「議会改革について」
・�長野県松本市

議会運営委員会� 実施日：平成26年11月17日〜19日
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